
「学習の手引」の共有が個別最適な学び（複線型の授業）のスタート

前号に引き続き、玉野市立荘内中学校における授業改善の取組を紹介します。個別最適な学びと協働的
な学びの一体的な充実を目指し、ブラッシュアップされた授業の様子を紹介します。

２年数学「図形の性質と証明」（１１月）

①「学習の手引」の共有
Googleスプレッドシートを使用して、単元計画、各時間の目標、評価基準が事前に共有されています。

９月からの大きな変更ポイントは、「Ｓ･Ａ･Ｂ」と評価基準を明示していることです。生徒は学習の見通
しをもち、何を目指すかを主体的に考え、向上目標を設定することにつながります。
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図は学習の手引（スプレッドシート）の一部。縦にスクロールすると各授業の内容が閲覧でき、横へスクロールするとクラスメ
イトの記述が参照できる。数学科では、達成度の確認と振り返りも併せて「他者参照」できるように工夫している。

③生徒によるＣｈａｔの複線的な活用

Ｃｈａｔの内容が変容してきました。●の生徒は、
途中参照を行うために、協働する相手を求めようと
しています。●の生徒は、吟味した疑問を図ととも
に全体に投げかけて解決しようと試みています。生
徒たちは、必要に応じて協働的な学習を選択します
が、クラスメイトの学習進度やタイミングを考慮す
ると、Ｃｈａｔの活用が効率的かつ拡張的に進める
手段の１つであることを認知しています。

②家庭学習で「習得」を担保する「先行課題」

「習得・活用・探究」の学びの過程の充実を目指
し、家庭学習で「先行課題」を促しています。例え
ば、独自に導入している「スタディサプリ」を活用
して知識を習得することで、授業で活用段階の問題
に取り組む時間を確保することができます。また、
「予習の習慣」を身に付けることで、教師による授
業が学習のスタートではなくなり、受け身の学びか
ら主体的な学びへ転換を図る一手となっています。

玉野市立荘内中学校 リーディングDXスクール事業の取組
https://www.ednet.tamano.okayama.jp/jhs-shonai/page_20230629071221

令和６年１月１８日（木）
１日学校公開 開催！


